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研究活動報告

平成 19年度　国立特別支援教育総合研究所セミナーⅡ
　　　　　　   第１分科会報告

特別支援教育が本当につなぐもの
－教科教育に焦点を当てて－

（付）研究活動報告

小・中学校において特別支援教育の
理念が実現するためのプロセス仮説の検証

－小学校の算数科をモデルに－
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【趣旨】

国立特別支援教育総合研究所では、これまでの特別支援教育に関係したプロジェクト研究の成果を踏

まえ、特に小・中学校での特別支援教育を通常の教育の視点から見ること、また、その充実を図るた

めに、これまで特殊教育が培ってきた教育的資産をどう活かせるかを視点に研究を進めている。特別

支援教育の理念の実現のためには、個別の支援体制を充実させるシステム議論（校内委員会の設置、

特別支援教育コーディネーターの指名等）だけでは不十分で、小・中学校等で障害のあるなしに関わ

らず様々な個人差に対応するため授業改善の研究が不可欠である。これらの認識の下、この分科会で

は、通常の学級での障害を含む個人差に対応した授業改善について、特に、算数科の授業を例に取り

上げて、協議・討論を進めます。これまで通常教育が培ってきた授業作りや指導の工夫、また、特殊

教育が障害のある児童生徒の教育を進める中で培ってきた授業づくりや指導の工夫など、それぞれの

教育が培ってきた知見を交流し、今後の特別支援教育に向けた新たな知見を創造するための小・中学

校と特別支援学校の連携・協働の可能性やその方向性を提起することを目的に企画された。

［話題提供］

「特別支援教育と学校経営」

藤井 茂樹 （国立特別支援教育総合研究所教育支援研究部 総括研究員）

「小・中学校の授業の中に特別支援教育のめざすものは今までなかったのか－算数科・数学科－」

小松 晃子 氏（京都市教育委員会指導部総合育成支援課 指導主事）

「ユニバーサルな教科教育を目指す試み」

福田 孝志 氏（鹿児島県立大島養護学校 校長）

［提言］

「障害のある子どもを支える新たな教育文化の創造」

西牧 謙吾 （国立特別支援教育総合研究所教育支援研究部 上席総括研究員）

［司会］

松村 勘由 （国立特別支援教育総合研究所）

各話題提供者・提言者発言

【松村】 お待たせをいたしました。時間がま

いりました。これより、国立特別支援教育総合研

究所セミナーⅡの第１分科会を開催いたします。

私は、この分科会の司会と進行を務めます、当

研究所教育研修情報部の松村と申します。この分

科会を企画・運営しております、本研究所平成１

８年度・１９年度プロジェクト研究、「小・中学

校における特別支援教育への理解と対応の充実に

向けた総合的研究」の研究代表者をしておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

さて、本分科会の趣旨をご説明し、本日のスケ

ジュールについての確認をさせていただきます。

本分科会では、「特別支援教育が本当につなぐも

の―教科教育を焦点に当てて―」とテーマ設定を

いたしまして、平成１９年度より本格的に始まっ

た小・中学校の特別支援教育の理解と対応の充実

に向かうための必要な事柄の中で、これから特に

重要と考える教科指導に焦点を当てていきたいと

思います。これまで、各学校では、校内委員会の

設置と特別支援教育コーディネーターの指名が行

われ、校内支援システムの骨組みが整いつつあり

ます。障害がある児童生徒や、その在籍学級の状

況が校内で共有され、個別的な配慮や支援の必要

性の共通認識が進められてきました。

また、通級による指導や、校内での特別支援教

室、特別支援教育支援員など、校内外の資源を活

用した支援の取り組みも進められつつあります。
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